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「療養病床の転換意向等調査」結果概要 

 
 
１． 調査目的 

現在療養病床を有する医療機関のこれまでの転換の状況と今後の転換意向把握 
 
 

２． 調査対象 
調査時点で療養病床を有する医療機関 
 
 

３． 調査時期 
・ 第 1回：平成 22 年 1 月 31 日（平成 22 年度診療報酬改定前） 

注：東京都を除く 46 道府県で実施 
・ 第 2 回：平成 22 年 4 月 30 日（平成 22 年度診療報酬改定後） 

注：47 都道府県で実施 

 
４． 回答率 

  

調査票送付施設［件］ 

回答施設数［件］ 

医療療養病床を有する医療機関 

介護療養病床を有する医療機関 

回答率(%) 
注： 第１回の調査票送付施設については、厚生労働省大臣官房統計情報部「医療施設動態調査」 
（平成２２年１月末、東京都を除く４６道府県）より推計 

 

５． 回答施設の病床数 
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平成２２年３月末までの転換状況（第１回調査で実施） 
 

（１） 医療療養病床からの転換状況［図１］ 

注：介護療養型老人保健施設 

 
※ 医療療養病床の増床 

 
 

（２） 介護療養病床からの転換状況［図１］ 

注：（１）、（２）については、平成２２年２月時点で療養病床を有する医療機関に対し 
調査を行っているため、それまでに全病床を介護施設や一般病床に転換した医療 
機関又は廃止した医療機関は把握していない。 
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（３） 医療療養病床から介護施設へ転換した理由  

注：「介護施設」･･･介護老人保健施設、介護老人福祉施設、特定施設、認知症対応型共

同生活介護、小規模多機能型居宅介護事業所等をいう（以下同じ）。 

 
  

一般病床

医療療養病床
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（４） 介護療養病床から介護施設へ転換した理由 

 

 
 
 
（５） 介護療養病床から医療療養病床へ転換した理由 
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６． 今後（平成 24 年 3 月末まで）の転換意向 
（１） 医療療養病床からの転換意向［図２］ 
 

医療療養病床（現状維持）

医療療養病床（現状維持）

医療療養病床（現状維持）

未定

未定

未定



6

 １ 療養病床から介護施設への転換を予定している理由  

 

療養病床から介護施設への転換を予定している理由（複数回答）

療養病床から介護施設への転換を予定している医療機関数
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 （１）－２ 医療療養病床からの転換予定が「医療療養病床（現状維持）」もしくは「未定」
と選択した理由 
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（２） 介護療養病床からの転換意向［図３］ 
 

注：平成 18 年度：「療養病床アンケート」(平成 18 年 10 月 1 日時点、厚生労働省）より引用。 

 

 
 

 

医療療養病床

医療療養病床

医療療養病床

未定

未定

未定
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（２）－１ 療養病床から介護施設への転換を予定している理由［再掲］  
                               

療養病床から介護施設への転換を予定している理由（複数回答）

療養病床から介護施設への転換を予定している医療機関数

 
 

（２）－２ 介護療養病床から医療療養病床への転換を予定している理由
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（２）－３ 介護療養病床からの転換予定が「未定」の場合、念頭に置いている転換先 

                                    注：第 1回のみ実施 

 
  



11 

 
（２）－４ 介護療養病床からの転換予定が「未定」を選択した理由 

注：第 2回調査のみ実施 

 

 



12 

８． 療養病床再編成に係る主なご意見（自由記載） 
 
  ○ 長期に渡り、医療が必要な患者が多く、今後も増加する事が考えられる。ま

た、一般病床の在院日数が短縮している為、今後も療養病床は必要と考えられ
る。 

    
○ 国の方針が明確でないため、病床転換の方向性が見出せずにいる医療機関も多
い。医療や介護の現場の状況を的確に把握しながら、明確な国としての方向性
を早急に示してほしい。 

＜他、同主旨のご意見＞第 1回調査：120 件、第 2回調査：87 件 

 
○ 転換に要する費用が多額となる。改修に係る助成金はあるものの、交付は工
事完了後、翌年３月となるため、事前に上記資金を準備しないといけない。転
換計画の推進にあたり、定款の変更や老健施設の新設の申請書等の事務作業が
大変。 

＜他、同主旨のご意見＞第 1回調査：94 件、第 2回調査：51 件 
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（参考 1） 
都道府県別医療療養病床からの転換意向（第 2回調査） 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国
北海道
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉
東京

神奈川
新潟
富山
石川
福井
山梨
長野
岐阜
静岡
愛知
三重
滋賀
京都
大阪
兵庫
奈良

和歌山
鳥取
島根
岡山
広島
山口
徳島
香川
愛媛
高知
福岡
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎

鹿児島
沖縄

一般病床 その他の病床 医療療養病床（現状維持）

介護老人保健施設（療養型） 介護老人保健施設（従来型） 介護老人福祉施設

その他の施設 廃止 未定
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（参考 2） 
都道府県別介護療養病床からの転換意向（第 2回調査） 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国
北海道
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉
東京

神奈川
新潟
富山
石川
福井
山梨
長野
岐阜
静岡
愛知
三重
滋賀
京都
大阪
兵庫
奈良

和歌山
鳥取
島根
岡山
広島
山口
徳島
香川
愛媛
高知
福岡
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎

鹿児島
沖縄

一般病床 その他の病床 医療療養病床
介護老人保健施設（療養型） 介護老人保健施設（従来型） 介護老人福祉施設
その他の施設 廃止 未定
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「医療施設・介護施設の利用者に関する横断調査」速報値 
 

 
 
１．調査概要 
○ 調査時点：平成 22 年 6 月 23 日 
 
○ 調査対象と回収状況 
平成 22 年７月 12 日（月）時点における回収状況は以下の通り。 

調査対象施設 発送数
回収数

（施設票）
回収数

（患者票）
回収率※1 平均年齢※2

介護療養型医療施設（病院）※３ 

介護療養型医療施設（診療所） 

介護老人保健施設 

介護老人福祉施設 
※１．施設票の回収数÷発送数 
※２. 65 歳未満の患者・入所者も含む。 
※３．老人性認知症疾患療養病棟を有する病院を含む。以下、「介護療養病棟」という 
 
 

（参考）医療保険適用の病床を有する医療機関等

調査対象施設 発送数
回収数

（施設票）
回収数

（患者票）
回収率※1 平均年齢※2

療養病棟入院基本料の算定病棟を有す
る病院（医療療養病棟） 
(1)看護配置 20:1(2)看護配置 25:1 

有床診療所療養病床入院基本料を算定
している診療所 

在宅療養支援病院の届出病院・診療所 

※１．施設票の回収数÷発送数 
※２. 65 歳未満の患者・入所者も含む。 
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２．患者・入所者の状態像の比較 
 
１）医療区分について  
 
○ 施設毎の医療区分については、介護療養病床の患者では、医療療養病床
の患者よりも「医療区分１」の占める割合が高く、「医療区分２」及び「医
療区分３」の割合が低い（図１）。また、平成 17 年及び 18 年に実施され
た調査※を比較しても、近年は医療療養病床においては「医療区分３」の
患者が増加しており、介護療養病床と医療療養病床の機能分担が進みつつ
あると言える（図２）。 

※：「慢性期入院医療の包括評価に関する調査」保険局医療課 
 

○ 介護療養型老人保健施設（以下、「介護老人保健施設（療養型）」という。）
の入所者と、介護療養病床の患者では医療区分の割合に大きな差がない
（図 1）。 

 
○ 在宅療養支援病院または診療所から医師の訪問診療等を受けている在
宅療養患者（以下、「在宅療養患者」という。）と、介護療養病床、介護老
人保健施設および介護老人福祉施設の患者及び入所者では、在宅療養患者
で医療区分３の割合が高い（図 1）。 
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２）医療区分とＡＤＬ区分について  

注：ADL 区分･･･診療報酬上の「療養病棟入院基本料」を算定する際に、ベ
ッド上の可動性、移乗、食事、トイレの使用に関する過去
三日間の支援のレベルについて評価する指標。要介護認定
における評価指標とは異なる。本調査では、調査時点の状
態像を調査した。 

  
○ 医療区分毎の ADL 区分について比較した場合、医療療養病棟では、医療区
分２もしくは３であって ADL 区分３の患者の割合が高く、介護療養病棟では、
医療区分１かつ ADL 区分３の患者が多く、介護療養病棟の患者と、医療療養
病棟の患者では、分布に差が認められる傾向にある。 

 

 

出典：平成18年度、平成20年度「慢性期入院医療の包括評価に関する調査報告書」
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 ３）医療の提供状況について 
 
○ 介護療養病棟においては、中心静脈栄養、人工呼吸器の使用、気管切開、
酸素療法を行っている患者の割合が、医療療養病棟における割合より低い。 

 

 
 
４）今後の病状の見通しと適切な療養場所について 
 
○ 施設が判断した「今後の病状の見通し」については、「不変」を選択した
割合が高い。 
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○ 施設が今後の病状の見通しを踏まえて判断した「最も適切な生活・療養の
場」については、現在の施設を選択した割合が高い。 

○ 介護療養病棟において、「医療療養病棟」または「一般病棟」が適切であ
ると選択した割合は 8.6％であったが、「介護老人保健施設」、「介護老人福
祉施設」、「その他の介護施設」及び「自宅」が適切であると選択した割合
は、32.3％であった。 

 

 
 

 
○ 今後の生活・療養の場に関する本人の希望については、介護療養病棟では、
医療療養病棟とともに、「意思表示不能」を選択した割合が高い。 

 

 
 
 

老健・特養・その他
の介護施設・自宅 

32.3% 
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○ 今後の生活・療養の場に関する家族の希望については、「現在の療養場所」
を選択した割合が高いが、介護老人保健施設においては、「介護老人福祉施
設」を選択した割合が高い。 
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【参考】 
一般病棟 13 対 1、15 対 1 入院基本料を算定する医療機関について 
 
 
１．調査対象と回収状況 

調査対象施設 発送数 
回収数 
（施設
票） 

回収数 
（患者
票） 

回収率 平均年齢 

一般病棟 13 対 1 入院基本料の算定病
棟 651 226 3,999 34.7% 76.4 歳 

一般病棟 15 対 1 入院基本料の算定病
棟 1,334 486 7,874 36.4% 77.6 歳 

 
 
２．患者の状態像の比較 
１）医療区分とＡＤＬ区分について  

  一般病棟
(13:1) 

一般病棟
(15:1) 

医療区分
３ 

  30.4% 31.7% 
ＡＤＬ区分３ 15.2% 18.0% 
ＡＤＬ区分２ 6.0% 6.4% 
ＡＤＬ区分１ 7.5% 5.7% 
無回答 1.8% 1.6% 

医療区分
２ 

  36.0% 35.4% 
ＡＤＬ区分３ 7.1% 8.2% 
ＡＤＬ区分２ 8.5% 9.7% 
ＡＤＬ区分１ 19.9% 17.1% 
無回答 0.6% 0.5% 

医療区分
１ 

  33.6% 32.9% 
ＡＤＬ区分３ 4.1% 5.8% 
ＡＤＬ区分２ 6.0% 8.3% 
ＡＤＬ区分１ 20.6% 16.8% 
無回答 2.9% 2.0% 

 
２）医療の提供状況について 

  一般病棟
(13:1) 

一般病棟
(15:1) 

中心静脈栄養 8.1% 10.6% 
人工呼吸器 1.5% 1.6% 
気管切開・気管内挿管 4.0% 4.8% 
酸素療法 13.1% 14.5% 
喀痰吸引 18.4% 21.7% 
経鼻胃管・胃ろう 13.9% 17.1% 
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３）医療機関が判断した今後の病状の見通しについて 

  一般病棟
(13:1) 

一般病棟
(15:1) 

ターミナルケアを実施する状態 3.9% 3.2% 
悪 化 5.3% 8.5% 
不 変 29.8% 38.8% 
軽 快 45.7% 40.4% 
治 癒 13.5% 7.0% 

 

４）医療機関が判断した今後の適切な療養場所について 
  一般病棟

(13:1) 
一般病棟
(15:1) 

一般病棟 11.2% 18.1%
医療療養病棟 11.3% 13.1%
介護療養病棟 4.8% 5.4%
介護老人保健施設 7.1% 7.7%
介護老人福祉施設 6.0% 8.4%
その他の介護施設 2.3% 3.4%
自宅 53.4% 40.2%
その他 1.6% 0.9%

 
５）今後の療養場所に関する本人の希望 

  一般病棟
(13:1) 

一般病棟
(15:1) 

意思表示不能 25.5% 31.4% 
希望は把握していない 12.6% 13.6% 
現在の療養場所での療養を希望 4.4% 7.6% 
他の医療機関での療養を希望 0.9% 0.9% 
介護老人保健施設での療養を希望 1.7% 2.3% 
介護老人福祉施設での療養を希望 1.5% 1.5% 
その他の介護施設での療養を希望 0.9% 1.2% 
自宅での療養を希望  49.9% 38.2% 
その他 0.7% 1.2% 

 
６）今後の療養場所に関する家族の希望 
  一般病棟

(13:1) 
一般病棟
(15:1) 

家族はいない 3.4% 4.6% 
希望は把握していない 17.2% 14.7% 
現在の療養場所での療養を希望 15.5% 24.8% 
他の医療機関での療養を希望 3.5% 4.0% 
介護老人保健施設での療養を希望 6.9% 8.1% 
介護老人福祉施設での療養を希望 5.6% 6.4% 
その他の介護施設での療養を希望 2.5% 3.0% 
自宅での療養を希望  41.0% 29.6% 
その他 2.0% 1.6% 

 


